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富田林市下水道事業経営戦略（素案）の概要 
 

１． 経営戦略策定の目的                                    
 

「経営戦略」は、公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の基本計

画である。その中心となる「投資・財政計画」は、施設・設備に関する投資の見通しを試算した計画（投資

試算）と、財源の見通しを試算した計画（財源試算）を構成要素とし、投資以外の経費も含めた上で収入と

支出が均衡するよう調整した中長期の収支計画である（経営戦略ガイドライン改訂版）。 

本市においても、一層の経営基盤を強化するための取組みを推進する基本計画として、「富田林市下水道事

業経営戦略」を策定する。なお、計画期間は、令和元(2019)年度～令和 10(2028)年度の 10年間である。 

 

2． 将来の事業環境                                      

 

① 水洗化人口の予測 

・本市では、「富田林市人口ビジョン」が策定されており、

令和 10(2028)年度には、水洗化人口は約 93,000 人

となる見通しである。（図 1） 

② 有収水量の予測 

・令和10(2028)年度の有収水量は約25,900m3/日と、

現状の約 93％となる見通しである。（図 1） 

③ 使用料収入の見通し 

・使用料を据え置いた場合、令和 10(2028)年度の使用料

収入は、上記の年間有収水量予測結果に比例して減少し、

約 12 億 7 千万円となる見通しである。 

④ 施設の見通し 

・現有管路のうち、老朽化管路は 0％、経年化管路は約 11％

であるが、全く更新事業を実施しない場合、40年後には

それぞれ約 23％、約 60％となり、健全管路は約 17％と

なる。（図 2） 

 

３． 経営戦略                                         
 

経営戦略では、「投資試算」と「財源試算」の収支均衡を図る必要がある。収支均衡の定義は、計画期

間内で黒字となること。ここでいう黒字は、事業を安定的に継続するために必要な施設・設備に対する投

資を適切に見込んだ上での黒字となる。また、安定的に事業を維持出来ることが望ましいとされている。 

 

① 投資試算 

下水道施設の新規整備については、未普及促進を中心に事業を進めるとともに令和 6(2024)年度に

概成を目指す。また、老朽化対策については、第 2 期長寿命化事業として、金剛東地区・加太五軒家

地区の汚水管更生を進めるとともに、金剛地区を中心とする雨水管更生事業への投資を進める。 

表 1 投資計画 

区 分 概 要 R1～R10総額 

未普及地域
の整備 

下水道 
下水道整備区域における 
下水道の整備 

約 43.8 億円 

浄化槽 
浄化槽整備区域における 
浄化槽整備 

約 3.9 億円 

老朽化対策 

下水道(分流汚水) 
第 2・３期長寿命化計画により、 
既設管の更生等 

約 11.0 億円 

下水道(分流雨水) 
金剛地区の既設管の劣化調査や更
生等 

約 13.0 億円 

流域下水道建設負担金 
府流域下水道の建設に係る 
市町村負担金 

約 4.0 億円 

その他 建設投資に必要な事務費等 約 4.5 億円 

合 計 約 80.2 億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 年度別事業費の推移 

125 125 125 125 100 100 100 100 100 100

36 48 30 48 40 40 40 40 40 40
45 45 45 45

45 45 45 45 45 45

748 748 748
618

511 511

123 123 123 123

20

320 320 320 320

40

57 56 55

55

54 54

21 19 10 10

0

200

400

600

800

1,000

1,200

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

（百万円）

未普及地域の整備（浄化槽） 老朽化対策（公共・分流雨水）

未普及地域の整備（公共） 間接費（人件費、事務費等）

流域下水道建設負担金 老朽化対策（公共・分流汚水）

図 2 管路の健全度推移 
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図 1 富田林市の有収水量と水洗化人口予測 
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② 財源試算 

(1)現状使用料水準での財政シミュレーション 

現状使用料水準で、シミュレーションした場合の見通しを以下に示す。なお、起債充当率は建設改良費から

補助金と負担金を控除した後の金額の 95％とする。 

また、令和元(2019)年度以降は企業会計化に伴い「独立採算制」の観点から基準外繰入金は見込まない。 

・令和元(2019)年度以降、支出が収入を上回り赤字となる見通しとなった。 

・企業債残高は、令和 10(2028)年度において 48 億円程度減少する見通しとなった。 

・資金残高は、基準外繰入を行わない場合、建設投資の財源確保ができなくなる見通しとなった。 

 

「投資試算」と「財源試算」にギャップが発生 

 

(2)経営戦略に基づく財政シミュレーション 

「投資試算」と「財源試算」の収支ギャップを埋めるため、使用料水準の適正化及び投資の合理化等を検討

し、財政シミュレーションを行った。なお、推計期間は、令和元(2019)年度～令和 10(2028)年度（10 ヶ

年）とする。 

 

表 2 財政シミュレーション結果 

項目 説明 

使用料収入 31％増とする必要がある 

起債充当率 
建設改良費から補助金と負担金を 

控除した後の金額の 95％ 

基

本

条

件

充

足 

経営状況（経常収支比率）【目標：100％以上（推

計期間全てにおいて黒字経営維持）】 
103.9％ 

資金残高【目標：令和 10(2028)年度における

使用料収入 1 ヶ年程度確保】 
20.1 億円 

経費回収率 

【目標：100％以上】 
107.3% 

 

 

図 4 収益的収支の推移 

 

図 5 資本的収支の推移 

 
図 6 企業債残高等の推移 

 

図 7 資金残高の推移 

3,216 3,186 3,169 3,254 3,239 3,225 3,211 3,170 3,132 3,115 3,096

-2,903 -2,895 -3,008 -3,001 -3,007 -2,991 -2,988 -2,974 -2,951 -2,948 -2,944

313 291 161 253 232 235 223 196 181 167 153

1,395 1,385 1,378
1,790 1,780 1,772 1,762 1,736 1,711 1,686 1,660

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

（百万円）

収益的収入 収益的支出 純損益 使用料収入

1,058 1,294 1,307 1,220 1,104 997 965 846 827 1,366
779

-2,127 -2,267 -2,271 -2,221 -2,073 -1,877 -1,814 -1,676 -1,601 -2,093 -1,460 

-1,069 -973 -964 -1,001 -969 -879 -849 -830 -774 -726 -681 

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

（百万円）

資本的収入 資本的支出 不足額

570
757 768 750 702 646 638

437 435

1,000

430

1,275 1,256 1,249 1,218 1,182 1,127 1,045 1,027 954

1,455

822

16,499
15,999

15,518
15,050

14,570
14,089 13,682

13,092
12,574

12,118 11,726

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

（企業債残高：百万円）（起債額、起債償還額：百万円）

起債額 起債償還額 企業債残高

309 412 407 474 561
746

960
1,158

1,403

1,688

2,007

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

（百万円）

資金残高


